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研究要旨 
ロコモティブシンドローム（ロコモ）の疫学指標を推定し、ロコモ対策に資するためのエビ

デンスを得ることを目的として本研究を実施している。2020 年度は地域住民コホート ROAD
の追跡結果からロコモの発生率を推定しその危険因子を解明した。 

2012-13 年に実施した ROAD スタディの第 3 回調査(本研究のベースライン)に参加した対

象者のうち、3 年後となる 2015-16 年の調査、および 6 年後となる 2018-19 年の追跡調査のい

ずれかに参加し、ロコモ度テストを行い得た男女 1,575 人(男性 513 人、女性 1,062 人、平均

年齢 65.6 歳)を対象として、ロコモの発生率を推定した。 
その結果、ロコモ度 1 の発生率は総数 88.8/1,000 人年（男性 76.0/1,000 人年、女性 95.3/1,000

人年）、ロコモ度 2 の発生率は総数 31.7/1,000 人年 (男性 30.6/1,000 人年、女性 32.3/1,000 人

年)となった。ロコモ度 3 の発生率は、総数 18.6/1,000 人年（男性 16.2/1,000 人年、女性 19.8/1,000
人年）であった。ロコモ度 1 の発生率は男性より女性の方が有意に高かったが、ロコモ度 2､
3 の発生率には男女差はなかった。性、年齢、BMI 居住地域を同じモデルに投入し Cox 回帰

分析を行ったところ、年齢、肥満はロコモ度 1 の発生に対して有意に関連があった。さらに、

年齢、女性、肥満はロコモ度 2 の発生に対して有意に関連があった。やせはロコモ度 2 の防

御因子であった。しかしロコモ度 3 の発生に関連する要因は年齢と女性であり、体格の影響

はみられなかった。 
 
 

Ａ．研究目的 
エビデンスに基づいたロコモティブシンドロ

ーム（ロコモ）の対策における簡便な確認・介

入方法の確立と普及啓発体制の構築を目標と

する本研究班において、ロコモの疫学指標を推

定し、それに影響する要因を解明し、ロコモ対

策に資するためのエビデンスを得ることを目

的として本研究を実施した。 
 
Ｂ．研究方法 
2012-13年に実施したROADスタディの第 3回
調査(本研究のベースライン)に参加した対象

者のうち、3 年後となる 2015-16 年の調査、お

よび 6年後となる 2018-19年の追跡調査のいず

れかに参加し、ロコモ度テストを行い得た地域

在住男女 1,575 人(男性 513 人、女性 1,062 人、

平均年齢 65.6 歳)を対象として、ロコモの発生

率を推定した。 
ロコモの有無は、日本整形外科学会より発

表された臨床判断値(2020 年 9 月 10 日プレス

リリース

https://www.joa.or.jp/media/comment/pdf/2020091
1_clinical_judgment_value.pdf)を用いて、ロコ

モ度 1、2､ 3 を判定した。 
本報告では、ベースライン調査時にはロコモ

でなく、追跡調査にてロコモ度１以上になった

ものをロコモ度 1 の発生とし、またベースライ

ンにてロコモでない、またはロコモ度 1 であ
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り、追跡調査にてロコモ度 2 以上となったもの

をロコモ度 2 の発生と定義した。ベースライン

にてロコモでない、またはロコモ度 1 またはロ

コモ度 2 であり、追跡調査にてロコモ度 3 とな

ったものについてはロコモ度 3 の発生と定義

した。 
 

Ｃ．研究結果 
ロコモ度 1 の発生率は総数 88.8/1,000 人年（男

性 76.0/1,000 人年、女性 95.3/1,000 人年）、ロ

コモ度 2 の発生率は総数 31.7/1,000 人年 (男性 
30.6/1,000 人年、女性 32.3/1,000 人年)となった。

ロコモ度 3 の発生率は、総数 18.6/1,000 人年

（男性 16.2/1,000 人年、女性 19.8/1,000 人年）

であった。ロコモ度 1 の発生率は男性より女性

の方が有意に高かったが、ロコモ度 2､3 の発生

率には男女差はなかった。性、年齢、BMI 居住

地域を同じモデルに投入し Cox 回帰分析を行

ったところ、年齢、肥満はロコモ度 1 の発生に

対して有意に関連があった。さらに、年齢、女

性、肥満はロコモ度 2 の発生に対して有意に関

連があった。やせはロコモ度 2 の防御因子であ

った。しかしロコモ度 3 の発生に関連する要因

は年齢と女性であり、体格の影響はみられなか

った。 
 
Ｅ．結論 
地域住民コホート ROAD において、2012-13 年

に実施した第 3 回調査(本研究のベースライン)
に参加した対象者を 6 年間追跡し、ロコモ度 1、
2、3 の発生率を推定した。 
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